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私たちは新型コロナウイルス感染症の流行が始まって以降、一貫して
人民至上、生命至上を堅持し、科学的で正確な予防と抑制を堅持し、
時勢に応じて措置を調整、最適化し、人民の生命の安全と身体の健康
を最大限保護してきました。大勢の幹部と大衆、特に医療従事者と末
端の職員は艱苦（かんく）を恐れず、勇敢毅然に持ち場を守りました。
この上なく困難に満ちた努力を経て、私たちは未曽有の困難と試練に
打ち勝ちました。誰もが大変な思いをしました。感染症の予防と抑制
は現在、新たな段階に入りましたが、今なお重要な時期にあります。
皆さんは堅忍不抜の努力をしており、夜明けは目前にあります。もう
ひと踏ん張りです。堅持こそ勝利、団結こそ勝利です。

（新華網20230102）

中国国営新華社通信によると、共産党最高指導部の政治局常務委員会
は16日、新型コロナウイルス対応に関する会議を、 習近平（国家主
席）の主宰で開いた。感染を厳しく封じ込める「ゼロコロナ」政策か
ら、コロナとの共生を目指す方向に急転換し、大きな混乱を招いたこ
とについて「死亡率は世界最低の水準を保っている。決定的な勝利を
得た」と総括し、党の指導を正当化した。（読売20230217)

習近平念頭挨拶

ゼロコロナ勝利宣言



・2022年 10月共産党大会 ゼロコロナ政策堅持を明示

・2022年 11月24日 新疆ウイグル自治区ウルムチ高層マンション火災
10人死亡

⇒抗議デモ（上海、北京など） 習近平政権批判

・サッカーワールドカップ11月20日開幕 マスクなし

・2022年12月7日 ゼロコロナ政策転換（新10条通知）
ウイルスの感染力強くゼロコロナ政策機能不可
「世界の工場」の地位低下 経済回復困難
習近平政権の信頼低下
（防疫政策の失敗、医療崩壊）

・12月8日～1月12日 コロナ感染死者 6万人と発表 （←38人）
（以前の報告では、毎日1桁台の死者）

中国ゼロコロナ政策転換の経緯



中国地図

上海

北京

烏魯木斉



（上海 烏魯木斉中路 案内板）



（北京海淀区四通橋221013）

PCR検査は要らない ; ご飯を食べたい。
ロックダウンは要らない ; 自由が欲しい。
嘘は要らない ; 尊厳が欲しい。
文革は要らない ; 改革が欲しい。
領袖（習近平指導部）は要らない ; 選挙が欲しい。
奴隷になりたくない ; 国民になりたい。

罷課、罷工（勉学も仕事もやめちま
え）。罷免せよ、独裁国賊の習近平。
立ち上がれ、奴隷になることを拒む者
たちよ! 独裁と権威主義に反対して、一
人一票で主席を選び、中国を救おう!!!

ごはんが欲しい。自由が欲しい。投票
権が欲しい! 罷課。罷工。罷免せよ、
独裁国賊の習近平!

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96%E5%A4%A7%E9%9D%A9%E5%91%BD


白紙革命

長期にわたって中国政府の厳しい防疫措置で新疆ウイ
グル自治区ウルムチ市の火災で少なくども10人が被害



・新型コロナウイルスの累計感染者数が1月11日時点で
約9億人に達したとの推計値をまとめた。
総人口の64%にあたる。

・地域別の感染率で甘粛省は約91%、雲南省は約84%、
青海省は約80%、河南省89％

・高齢者のワクチン接種率低い。
中国国家衛生健康委員会によると、2回接種した人は
60歳以上で約86%、80歳以上で約66%にとどまり、
日米よりも低水準

北京大学試算



（日本）







（日経230217）









（日経夕230117）









（日経230118）



（日経230118）



香港紙・明報などによると、湖北省武漢市でも8日と15日に大規模なデモが発
生。大連と武漢ではそれぞれ数千人が集まったという。広東省広州市でも15
日、政府機関の建物の前で高齢者など数十人が集まり、警察官に囲まれる場
面を記者が目撃した。

中国 大連・武漢で 高齢者抗議デモ
2月8日、15日 1万人規模

医療保険削減 医療補助額引き下げ

農村部の高齢者の自殺者急増

未富先老 未備先老 空巣老人

農村部年金 3,700円／年
都市部年金 7万円／年

（日経230218）

医療保険改革に抗議



（日経230131）



（日経221130）



2022年の国内総生産 GDP速報値

（NNAニュース0202）



（日経230131）



（日経230131）











ここで 話題を変えましょう

今後の日本はどうなると思いますか？

・人口減

・少子高齢化

・教育問題

・米中対立と日本の立場

ちょっと



（日経221121）



（日経230116）



（科学技術振興機構 Science Portal 2108）

論文引用数







・中国最大のリチウムイオン電池メーカーで、電気自動車のトップメー
カーBYD（比亜迪）が日本に進出。同社の電気自動車を1月31日に日
本国内で本格的に販売を開始しました。

・BYD社は、中国広東省深圳市で1995年に王伝福氏（57）がバッテリーの
メーカーとして創業した会社で、深圳市のタクシーのほぼ100％、EVバ
スの80％以上のシェアを有する優良企業で、中国市場で圧倒的なEV市
場を牽引している企業。王氏は「電池大王」と異名をとった。

・今回初めて日本市場に参入し、「ATTO 3」という車種（440万円）で
販売をスタートしました。同社では、2025年までに100店舗の販売
拠点を展開する計画中とのことです。

電気自動車市場



（日経230208）

中国配膳ロボ KEENON





ご静聴ありがとうございました。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 中国地図
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41

